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ははじじめめにに  

  

医師・研究者キャリア支援センター長 挨拶 

小宮根 真弓 皮膚科学 教授 

 

 

  

 

 医師・研究者キャリア支援センターは、2007 年に、女性医師支援センターとしてスタートし

ました。2012 年度から、支援の対象を女性医師のみならず男女の医師・研究者に拡大し、現在

の医師・研究者キャリア支援センターとして活動しています。 

 2016 年度より、当センタ－の活動を報告書にまとめることにしました。2020/2021 年度も、自

治医大の職員の方々が、より快適に仕事を続けていくことができるように、職場の環境改善を

目指しています。 

 次世代医師・研究者交流会には、各界における著名な先生を講師としてお呼びして、医師、研

究者の方々の仕事に対するモチベ－ションを高めて頂けるようなお話をご講演頂いています。

2021 年度は、解剖学者の養老孟司先生をお呼びしました。講演では、AI がヒトの病気を診断す

る、という事象が生じているが、ヒトは AI とどのようにかかわっていけばよいのか、また意識

と感覚の問題についてお話し頂き、参加者は、今後の医療の発展における私たちに投げかけら

れた問題を共有しました。また、2021 年度の働き方を考えるセミナ－では、オンラインセミナ

ーとしてキャリア支援活動を推進されている広島大学の蓮沼直子先生をお招きしました。キャ

リアステップアップについてのワークショップと医師研究者を育てるコミュニケーションスキ

ルのご講演から、キャリアや働き方を考えるきっかけとなりました。 

 Jichi Joy Café (JJC)は 2016 年度より、副センター長（総合診療内科）の石川由紀子先生が

中心になって始めた活動です。2020 度は「互いに助け合い困難を乗り越えよう！」、2021 年度

は「お互いの多様性を思いやりながらコロナ時代を乗り越えよう!」をテ－マに、キャリアの継

続と家庭の両立について情報交換し、働きやすい職場づくりを考えるための交流会を、計 3 回

開催しました。コロナ禍における同じ悩みを共有できる仲間のネットワ－クづくりに多くの職

員の方々に利用していただければと思っています。 

 保育ル－ム「あいりす」では、一時保育、病児保育、夜間保育等、これまで通り継続して行っ

ています。2010/2021 度も多くの利用者がありました。 

 今後も、より充実した支援体制・活動を目指してまいります。当センターを最大限に活用して

いただければ幸いです。 
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医医師師・・研研究究者者キキャャリリアア支支援援セセンンタターーのの体体制制    

  

組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタッフ紹介 

 

2020 年度  

 小宮根 真弓 (センター長)   医学部・教授 

  山形 崇倫 (アドバイザ－)  医学部・教授 

  小川 真規 (アドバイザー)   保健センター・教授 

  黒須 洋  (アドバイザー)   分子病態治療研究センター・准教授 

  高橋 将文 (アドバイザー)   分子病態治療研究センター・准教授 

  山邉 昭則 (アドバイザー)  医学部・准教授 

 石川  由紀子(アドバイザ－)   地域医療学センター・講師 

 鴨下 信彦  (アドバイザー)    医学部・講師 

   小形 幸代 (アドバイザー)   医学部・講師 

   川合 志奈 (アドバイザー)   医学部・講師 

  秋根 大  (アドバイザー)   医学部・助教 

   加藤 梨佳 (アドバイザー)   医学部・助教 

  村松 一洋 （あいりす園医）  医学部・准教授 

 神田 貴代 (あいりす園長）  附属病院・看護副部長 

 小西 克恵 (協力教員)  看護学部・助教 

 望月 明美  (協力教員)  看護学部・講師 

学長

企画推進部門

育児支援部門

事務部門

(兼)アドバイザー12名

㈱日本デイケアセンター

企画係

副センター長

センター長

連絡調整会議

保育施設運営委員会

次世代育成支援グループ

地域医療従事医師支援グループ

保育ルーム

育児支援室

庶務係
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2021 年度  

 小宮根 真弓（センター長）   医学部・教授 

 石川 由紀子（副センター長）  地域医療学センター・講師 

 高橋 将文 （副センター長）  分子病態治療研究センター・准教授 

  山形 崇倫 （アドバイザ－）  医学部・教授  

  小川 真規 （アドバイザー）  保健センター・教授 

  柳沢 佳子 （アドバイザー）  附属病院・教授 

  黒須 洋  （アドバイザー）  分子病態治療研究センター・准教授 

  山邉 昭則 （アドバイザー）   医学部・准教授 

  薄井 里英 （アドバイザー)   医学部・准教授 

  笹原 鉄平 （アドバイザー）  医学部・准教授 

  鴨下 信彦 （アドバイザ－）   医学部・講師  

  小形 幸代 （アドバイザー）      医学部・講師  

  上田 真寿 （アドバイザー）  附属病院・講師  

 佐藤 篤子 （アドバイザー）  医学部・講師 

 加藤 梨佳 （アドバイザー）  医学部・助教 

  中村 幸恵 （あいりす園医）   医学部・講師 

  加藤 貴美子(あいりす園長）  附属病院・看護副部長 

 小西 克恵 (協力教員)  看護学部・講師 

 石井  容子  (協力教員)  看護学部・講師 
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22002200//22001111 年年度度活活動動状状況況  

 

    次次世世代代育育成成支支援援    

  

次次世世代代医医師師・・研研究究者者交交流流会会 

 若手医師や研究者、大学院生間の交流を深め、多様なキャリア形成や研究を推進するため、

「次世代医師・研究者交流会」を実施しているが、2020 年（令和 2 年）度は、新型コロナの影

響で中止することとした。2021 年（令和 3 年）度は、高名な解剖学者の養老孟司先生を招き、

全教職員、学生を対象とした講演会を実施し、160 名が聴講した。 

 

日 時：2021 年 11 月 15 日（月）17:30～19:00 

場 所：地域医療情報研修センター 大講堂 

講 師：養老 孟司 氏（東京大学名誉教授） 

タイトル「医学の勘違い－脳がとらえるヒトの体」 

 医学は科学的思考を前提にしており、ヒトの体をたくさ

んのパーツに分解して理解しようとしているが、それで本

当にヒトを理解することができるのか？脳はヒトの体の一

部でありながら、自分の体を本当に科学的に理解すること

ができるのか？最近は AI がヒトの病気を診断する、という

事象が生じているが、ヒトは AI とどのようにかかわってい

けばよいのか？最近の医師は患者を診ないで病気を診てい

る、というようなことが言われているが、患者を診る、と

いうのはどういうことか？ 

 ご講演前半では、科学的にものを見るとはどうい

うことか？意識と感覚の問題について話されまし

た。ヒトの意識は特別なものであり、その機能は、以

前と同じ自分であることを確認するということ。ま

た、ヒトは動物が持つ絶対音感や感覚優位の世界と

とは異なる抽象的な世界を持つこと。感覚から生じ

る微妙な違いを無視することで感覚的には本来違う

ものを同じものとして扱うようになり、言葉が生まれ、抽象的概念が生まれたことなど、違いや

同一性、個性といったことの成り立ちを考えさせられる内容でした。 

 ご講演の後半では、AI とノイズについて話されました。AI はすでに、医療の現場に入ってい

ますが、そのシステムに入れられない情報は無視され、それらはノイズとして扱われ、抽象化さ

れない個々の具体的人間がノイズになっていくというお話はとても印象に残りました。今後の
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社会や医療の現場で、人は AI をどのように認めて、人はどのように AI と折り合いをつけてい

くのか。医療の発展に伴い、私たちに投げかけられた大きな問題です。 

 

全全国国ダダイイババーーシシテティィネネッットトワワーーククへへのの参参画画  

 

 2020 年 12 月より、女性研究者を取り巻く研究環境整

備や研究力向上に取り組む機関をつなぐ「全国ダイバー

シティネットワーク」関東甲信越ブロックに参画するこ

ととした。2021 年度は、関東甲信越ブロック会議

（2021/6/10, 2022/3/9）に出席し、ブロック間での共

催セミナー開催や各大学からの現状報告を行なった。ま

た、全国ダイバーシティネットワーク コラム「女性研

究者・学生の声」に、関東・甲信越ブロックから 環境予

防医学の市原 佐保子 教授によるコラムが掲載された

（2022/2/18）。 

 

                                 

 

 

・・特特別別セセミミナナーーのの開開催催  

 2020 年度には、「医師の働き方を考え、女性医

師のキャリアアップを推進する」を目的とした特

別企画セミナー（東京医科大学 開催担当）が開催

され、働き方改革を推進し、女性医師のキャリア

ップを実現するために、幅広い視点から医師の働

き方の問題点と改革へ向けた取り組みについて検

討し、本学キャリア支援センターからも数名参加

した。 

日時: 2021 年 2 月 20 日（土）16:00～18:30 

場所: オンライン開催（Zoom ウェビナー） 

講演 3では、自治医科大学からは 藤原 寛行 教授

（産婦人科学講座）が、産婦人科での女性医師の

働き方の現状と取り組みについて講演した。 
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・・活活動動パパンンフフレレッットトのの発発行行 

 2021 年 3 月には、関東・甲信越ブロックの 2020 年度活動報告パンレットを作成し、自治医

科大学医師・研究者キャリアセンターの活動ならびに学内横断的研究支援活動について、全国

に発信した。  
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就就業業継継続続・・復復職職支支援援  

  

 子育て中の医師 (男女を問わず)に対し、就業と育児を両立させる具体的な支援制度として、

勤務条件の柔軟な運用を目的に週 20 時間の短時間勤務制度を導入している。また、自治医科大

学では国が定める週 30 時間の育児短時間勤務制度を子が小学校に入学するまで（所属長が認め

た場合は小学校 3年生まで）取得できるよう拡大している。 

 

アアドドババイイザザーーにによよるる勤勤務務継継続続ののたためめのの相相談談、、カカウウンンセセリリンンググ、、ココーーデディィネネーートト  

 勤務継続支援に関する相談は 2020 年度は 1件、2021 年度は 2件あった。 

 

ママタタニニテティィ白白衣衣ののレレンンタタルル  

 女性医師を対象に、妊娠中に使用するウエストが調節可能なコートタイプのマタニティ白衣

のレンタル(無料)を行った。また、2013 年度から半袖タイプのマタニティ白衣を導入、2015 年

度から長袖 Lを増やし、ニーズに応えられるようにした。（利用者: 2020 年度 2名、2021 年度

1名） 

 

JJiicchhii  JJooyy  CCaafféé  

 医師、研究者、学生等を対象に、キャリアの継続と家庭の両立について情報交換し、働きやす

い職場作りについて考える交流会として、2020 年度は 8/21，3/5 の 2 回開催した。2020 年度の

テーマは、「互いに助け合い困難を乗り越えよう! 」として、2020 年度はコロナ禍で現地集合

が難しかったため、オンラインで開催した。2021 年度はコロナ禍で現地集合が難しかったため、

10/6 にオンラインで開催した。2021 年度テーマは 「お互いの多様性を思いやりながらコロナ

時代を乗り越えよう︕」とした。 
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第 12 回 Jichi Joy Café の開催 

 

日 時：2020 年 8 月 21 日（金）12:00～13:30 

場 所：リモート形式 

 

 8 月 21 日(金)、12 時から 13 時半ま

で、Chat Work(リモート方式)の JJC を開

催しました。事前申し込みは 9 名(他に問

合せ 1 名)で、当日は 2 名が参加できな

くなり、7 名での開催となった。 

 

 

参加者のご感想には以下のようなものが

あった。 

 

 集まれない事情の中のオンライン開

催で顔を合わせることができた。 

 コロナ禍の影響について話し合った。

仕事をしながら宿題を見たり、出勤しなけ

ればならない日にオンライン授業の立ち

上げをしなければならなかったり、仕事で

も家庭でも緊張の中日々を送っていたこ

となど、この時期に共有できてよかった。 

 妊娠中の先生に対して、医局でサポ－トされていることは本当に心強いと思う。困っている

ことや不安に思っていることは一人で悩まず、不安や悩みをみんなで共有してほしい。 

 対面で集まりにくい時期だからこそ、web を利用し JJC を通して繋がれるのは良いことだ

と思った。是非継続してほしい。ただ、曜日や時間を変えることで、様々な人に参加しても

らえる工夫は必要だと思った。 

 新型コロナウイルス感染対策のために学童・保育所が利用できなくなったり、子供の教育の

フォロ－が必要になったり、様々な苦労があることを共有できて良かったと思う。 

 妊娠、出産について初めて経験される先生は、その後の仕事、育児に不安がある。 

 保育園については待機児童が自治医大周辺でもあることを知らないことが実情なので、こう

した情報提供は早めにわかるような仕組みを考えた方がいい。 

 キャリア継続したいが、家庭のこともあって、と悩みは皆同じなので、直接の解決にはなら

ないが、共有することで少し気持ちが楽になると思う。 

9



 

 Web だと、みんなの発言は聞きたいけど、発言は遠慮したい...という先生にはどうなんだ

ろうと感じたので、少し対応を考えてもいいかもしれない。 

 今後の育児に関して保育園のことや日常のお話を伺うことができて大変参考になった。 

 「あいりす」の施設の概要(病児保育や一時保育)もあまり理解できていなかったので、聞く

ことができて良かった。 

 

 

第 13 回 Jichi Joy Café の開催 

 

日 時：2021 年 3 月 5日（金）17:30～18:30 

場 所：リモート形式 ZOOM  

 

 附属病院 佐藤 謙伍 先生の講和とその後、フリ

ーディスカッションを行いました。コロナ禍での

診療における医師のメンタルヘルス対策など、有

意義な情報を交換できた。 
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第 14 回 Jichi Joy Café の開催 

 

日 時：2021 年 10 月 6 日（水）17:30～18:30 

場 所：ZOOM （リモート形式） 

 

 当日は、当センターの先生方を含めて 13 名

の方がご参加した。「キャリア継続のための育

児事情～子供の預け先どうしてる？～」 という

テーマで、小形幸代先生の司会のもと、まず最

初に、石川由紀子先生、加藤梨佳先生、小形先

生からテーマに沿ったプレゼンテーションをし

ていただき、その後フリーディスカッションを

行なった。  
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自己紹介＆フリーディスカッションでは以下のような感想があった。 

 

【【医医師師・・研研究究者者キキャャリリアア支支援援セセンンタターーののととりりくくみみににつついいてて】】 

 子育てに関して支援をしようという取り組みがされていることが良く伝わってくる内容で

あったので、こちらのモチベーションもこれからがんばろうという気にさせられるもので

良かった。 

 子どものサポートだけでなく、子どもを見る保護者のサポートも必要だと思った。 

 仕事に復帰するための支援ももちろんであるが、キャリアアップの支援もあると有難いと

思った。 
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【【ココロロナナ禍禍のの育育児児ににつついいてて】】 

 小学校低学年のオンライン授業というのは親の関わりがすごく大変なんだなと思った。ま

た、家で見られる人は良いが、学童などに行ってしまうとなかなか手厚いことはできないの

で「学び」の差が生まれる可能性もあり、そういうことも考えないといけないのかなと思っ

た。 

 ネット上の掲示板のようなものに、育児や家庭の困り事を書き込んで、それを見た方が「こ

うするといいんじゃない」みたいなことを書いてくれると良いのではないかと思った。 

 

【【育育児児支支援援ににつついいてて】】   

 子どもが来年から小学生になるのでいろいろと不安がある。小学生になってからでも使える

サポートも何かあると良いと思った。 

 自分が子育てをしているときにはまだ自治医大に病児保育がなく、市の施設に預けていた
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が、今は大学の中にあるというのは非常に有難いことだと思っている。 

 保育園も例年夏休み明けから大体一杯になってくるが、人口の多い自治体では既に抽選にな

っているという話を聞いた。やはり、9月から３月、特に 1月から３月は入りづらくなるこ

とが多くなるので、院内保育園のニーズは高いのではないかと思う。 

 わかくさ保育園も定員を増やしていただいたので、現状では下野市外の職員も入所できてい

るようであるが、9月以降も入所できるかどうかを見守っているところである。 

 

【【病病児児保保育育ににつついいてて】】  

 病児保育は働く人にとって非常に大切で、要望を出そうとしていることが実現されると本当

に良いと思った。病児保育が良い方向に行けば、医師だけでなく看護師さんも働きやすくな

るのではないか。 

 自治医大の病児保育に関しては、某自治体の施設と比較すると、受入れの基準が厳しく(熱

が 39℃まで、こういう病気は不可等)預けられる児童の範囲が狭いので、ちょっと使い難い

と感じている。施設を充実することによって受入れの範囲が広がると有難いと思っている。 

 そのへんのことについては感染制御部の先生にも意見を聞いてみたいと思う。 

 受入れの基準については各施設ごとにその施設の事情で決めている。自治医大の院内の施設

であれば、医師がすぐ駆け付けられるという利便性を生かして、かなりハードルを緩くして

利用者が困らないように出来たらよいと思う。 

 自分は何度かここの病児保育を利用しているが、一対一の保育で、しかも個室でかなり細か

いところまでメモを取っていただけるのでとても満足している。感染対策について、感染制

御部の先生に見てもらうのは的確なアドバイスがいただけると思うので大変良いことだと

思う。 

 医師以外の職種の病児保育の利用者が少ないのは金額の面もあったと思うが、今年度から値

下げしたので、その辺の広報は必要かもしれない。 

 

 

働働きき方方をを考考ええるるセセミミナナーー 

 個人が仕事上の責任を果たしつつ、結婚や育児をはじめとする家族形成の他、介護やキャリア

形成、地域活動への参加等、個人や多様なライフスタイルの家族がライフステージに応じた希望

を実現できるようにするために、多方面で活躍されている方を講師に招いてセミナーを開催し

ている。2020 年度は新型コロナの影響で中止し、2021 度は実施し、49 名が参加した。 
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働き方を考えるセミナーの開催 

 

 

日 時：2022 年 2 月 10 日（木）16:00～18:30 

場 所：ZOOM 開催 

講 師：蓮沼 直子 氏（広島大学医学部附属医学教育センター長） 

第 1部 ワークショップ「一緒に考えよう、キャリアプラン」 

第 2部 セミナー「医師・研究者を育てる～コミュニケーションスキル・実践編～」 

 

第 1 部： ワークショップ  

 参加者は、講師の蓮沼直子先生の

インストラクションのもと、配布頂

いたワークショップシートを使って、

それぞれ自分自身のキャリアアンカ

ー（キャリア形成において重要視し

ていること）を確認しました。次に、

大谷翔平選手が花巻東高校 1 年時に

立てた目標達成表を参考に、自分自

身の最終的な目標達成に向けた小目

標を具体的に計画し、練り上げてい

く過程を教えて頂いた。最後に、キャ

リアステップアップシートで、現在

の問題点からスタートして、明日や

ること、〇年後のゴール、やめること、

どんな Resource を持っているか、な

どを確認した。皆さん、ご自分の目標

を実践的に立てる経験を楽しまれた

かと思います。 

 

第 2 部：セミナー 

 第 2 部は『医師・研究者を育てるコミュニケーションスキル・実践編』と題してのご講演を賜

り、ケアレスマン、イクボスプロジェクト、上司がしてはいけないことなど、支援する側とされ

る側のどちらにも心動かされるキーワードが満載で、アットホームな雰囲気の中、45 名の御参

加を頂き大変盛況な会となりました。 
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参加者分布 

 オンラインでの２部構成で行なったが、幅広い職域の参加者があった。また、学長、副学長

の参加もあり、男性の参加は全体の 22%であった。 

 

アンケート結果 

参参考考ににななっったたここととやや印印象象にに残残っったたここととをを教教ええててくくだだささいい。。    

 上司がしてはいけないことの具体的なアドバイスがためになりました。 

 すべて参考になりました。コロナ対応などで落ち着いて聞けなかったことが残念でした。 

 ケアレスマン、なるほどです。 

 第一部の感想 自分のキャリアを具体的に描くきっかけになりました。第二部：支援する側、

支援される側、どんな職種にも響く内容でした。 

第一部で印象に残ったことは大谷選手の曼陀羅シートで、キャリアビジョン（目標）の実現には

具体的なアクションプランを定めて日々実行していくことの大切さで、実例があるためより説得

力がありました。第一部もですが、今回参加したのは、育児中の職員を含めたキャリア支援の

強化をしていきたいと考えており、そのための基礎知識を確認したかったからです。蓮沼先生

の講義には、そこに必要なことがポイントを押さえてまとめられており大変参考になりました。 

 波乗りキャリアのはなし。学内でどのように施策を展開したらよいか。 

 蓮沼先生のお話は経験値からのお話を交えており、説得力があってよかった。 

 何もかも急いでやらなくてもいい、の一言 

 ケアレスマン 波乗り型 

 話しかけられることが苦手でしたが、話しかけやすい雰囲気がコミュニケーション能力に重

要なのだと聞いて少しいい気分になった。 
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本本日日ののセセミミナナーーのの運運営営ににつつききままししててごご意意見見ごござざいいままししたたららおお書書ききくくだだささいい  

 私は女性ですが、今回演者のみならず視聴者に女性が多いことが気になりました。今後は、

結婚や出産する女性のキャリアアップについてよりも、性や結婚の有無に関わらず全ての人

に対するフェアなキャリアアップを考える講演をより聞きたいと思います。 

 アットホームな感じが良かった 

 いい講師でした。 

 学びの多い企画をしていただきありがとうございました。web で大変参考になる内容が聞け

て良かったです。コロナが収束した場合も、web かハイブリッドで企画いただけるとさいた

まからも参加がしやすいいです。時間については、業務との兼ね合いがあるので 17：15 以

降（さいたま医療医センターの定時）だとさらにありがたいです。 

 Zoom の良さがいかせていたと思いました。 

 実際にお会いできないのが残念でしたが、WEB は遠方からでも参加ができるのでメリットも

多いですね。 

 すばらしい企画と、参加の機会を頂きありがとうございました。 第 1 部のセミナーに参加

させていただきました。先生のご経験に基づくお話はとても説得力をもって心に響きまし

た。今まさにライフイベントのさなかにある研究者や、これからさきのプランが見えにくく

なっている研究者にとって勇気づけられるお話だと思いました。 都合で 2 部に出られなか

ったのですが、もし配信が可能ならお知らせ頂けますとありがたいです。 

 

次次回回以以降降のの働働きき方方をを考考ええるるセセミミナナーーでで話話しし合合いいたたいいテテーーママやや、、おお話話ををおお聴聴ききににななりりたたいい方方ががいい

ららっっししゃゃいいままししたたらら教教ええててくくだだささいい      

 残業などが習慣になっている人の認識をどう変えていくか等 

 女性医師の働き方について 

 同じテーマでより深く 

 迷走期のキャリアの過ごし方のりこえ方 

 パワハラやマタハラについて 

 自治医大でのキャリア教育 

  

復復職職支支援援  

 メディカルシミュレーションセンターの医療安全プログラム及び医療技術トレーニング部門

の教育プログラムを利用したサポートについてご案内している。 

 

附附属属病病院院事事業業 

 2015 年度から附属病院と連携して、診療科を超えた繋がりを強化するため、All Jichi Project

を開催しているが、2020 年度、2021 年度ともに新型コロナの影響で開催しなかった。 
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育育児児支支援援  

 育児支援(満 3 カ月～12 歳)については、医師、研究者に限らず全教職員を対象とし、一時託

児、病児保育、夜間保育を実施した。担当要員として保育サポーターをマンツーマンで付けるほ

か、看護師 3名、保育士 3名を配置している。保育ルームは自治医科大学 2号館 2階にあるが、

2020 年度まで保育利用者の自宅等で保育が行われるルーム外保育も実施していた。なお、この

業務は(株)日本デイケアセンターに委託している。保育関連の行事として、例年、BLS (救急蘇

生法) 研修会、育児支援講演会、保育サポート会員懇親会、夏祭り、クリスマス会を実施してい

るが、2020 年度および 2021 年度は新型コロナの影響で中止することとした。 

保保育育活活動動件件数数((人人)) 

 

 

 

 

新新保保育育施施設設建建設設にに関関わわるる活活動動ににつついいてて 

 2018 年 2 月に「保育施設見直しアンケート調査」を行った。その後、2018 年 6 月に新保育施設

整備検討委員会が設置され、企業主導型保育事業への申請による自治医科大学認可外保育園

建設計画が進められた。2020 年 3 月の段階で、大学の経営状況により企業主導型保育事業助成

金の 2020 年度申請を断念した。その後、キャリア支援センターでは、2021 年度は、現在の病児保

育施設の問題点を挙げ、改善していく方向で議論を進め、病児保育室新設または改修の要望を

大学に提出した。また、2021 年度には、現状のあいりす利用状況を鑑み、2022 年度 4 月から、夜

間保育、一時託児の定員を変更することを議論した。今後の大学への要望等のために、助成金を

調査し、下野市こども福祉課、栃木県こども政策課へも助成金に関して問い合わせを行う準備をし

た。また、公的助成金以外の資金獲得方法として、クラウドファンディングの調査も行った。 

 

地地域域医医療療従従事事医医師師支支援援  

卒卒後後ワワーーククラライイフフババラランンススににつついいてて考考ええるる会会（（自自治治医医科科大大学学  地地域域医医療療推推進進課課女女性性医医師師支支援援主主催催））  

[[医医学学部部]]  「「卒卒後後ワワーーククラライイフフババラランンススににつついいてて考考ええるる会会 22002211  iinn  JJiicchhii」」がが開開催催さされれままししたた  

22002211 年年 66 月月 2266 日日  ((土土）） 

 平成 24 年度から実施している本会も、今回で 11 回目の開催となりました。例年、医学部学生

寮で開催しておりますが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、今回は Web 会議システム

Zoom を用いて開催されました。今回は「みんなで考えよう！～地域医療とワークライフバラン

ス～」をテーマに、本学卒業生の明石陽介先生（奈良県 24 期：南奈良総合医療センター勤務）、

山本智美先生（北海道 33 期：香川県立中央病院勤務）よりご講演をいただきました。 

 オンラインでの開催となりましたが、教職員、医学部学生などが多数参加し、卒業生の講演を

熱心に聴講しました。会の後半では意見交換を行い、学生と卒業生、また参加教員とで盛んな議

論がなされ、交流を深めることができました。会の開始前には、卒後指導委員会女性医師支援担

当教員が学生寮へ出向き、参加学生へお弁当の配付を行いました。また、前回の開催から医学部

同窓会から協賛をいただいており、参加学生全員へチョコレートの差し入れがありました。この

場をお借りしまして、深く御礼申し上げます。 

※2020 年度は、新型コロナウイルス感染拡大により、開催は見送りとなりました。 

 一時託児 病児保育 夜間保育 合計 

2020 年度 352 139 43 534 

2021 年度 333 314 66 713 
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アアンンケケ－－トト調調査査のの実実施施  

 

 2020/2021 年度は特別な課題に対するアンケートは行っていないが、各イベント後のアンケ

ートをフォームを用いて行った。 

 

・2021 年度 次世代医師研究者交流会 

QQ..  自自治治医医科科大大学学医医師師・・研研究究者者キキャャリリアア支支援援セセンンタターーはは、、来来年年度度（（22002222 年年度度))にに開開設設 1100 周周年年をを迎迎

ええまますす。。当当セセンンタターーへへ期期待待すするるここととががあありりままししたたらら、、是是非非教教ええててくくだだささいい。。  

 女性医師の支援だけしている印象です。しかも時短ばかりじゃなくて、フルタイムに戻るた

めの支援・教育をするべきと思います。他の医療スタッフや研究者からも、不公平感がある

と思います。 

 今回のような講演をまた行っていただけますと幸いです。 

 この 10 年を総括して更なる活動を期待する。 

 男女の区別なく働きやすい大学を実現させてください。 

 発足の経緯や HP・活動内容から、どうしても「女性医師支援」の組織と認識しており、男性

には無縁の所のように感じてしまいます。「キャリア支援」ということで、もっと幅広い活

動やその実績のアナウンスなどもいただけたら良いと思います。 

 働いている人の健康増進 

 大切な活動だと思っております。応援しております。 

 子育て真っ最中でもないためか、センターの活動の中心が講演会、茶話会のイメージが強い

です。マンネリ化を防ぐためにメンバー替えなどをして、取り組みの見直しをしていく方が

良いのかなと思います。 

 

QQ..  キキャャリリアア支支援援ににつついいてて大大学学にに対対すするる要要望望ががあありりままししたたらら、、是是非非教教ええててくくだだささいい。。  

 いつも貴重な講演会をありがとうございます。今後更に、研究調査などに、フレキシブルに

参加しやすい環境や体制（仕組み）がありましたら、ありがたいと思いました。

 研究者のキャリア支援。キャリアの意味が、育児後の復帰と労働継続だけに偏っているのは

ちょっと違うと思います。

 積極的な支援

 多様で実用的な情報の提供

 女性医師支援はまだ足りないように思います。 
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・2021 年度 働き方を考えるセミナー 

QQ..  自自治治医医科科大大学学医医師師・・研研究究者者キキャャリリアア支支援援セセンンタターーはは、、来来年年度度（（22002222 年年度度))にに開開設設 1100 周周年年をを迎迎

ええまますす。。当当セセンンタターーああるるいいはは大大学学へへ期期待待すするるここととががあありりままししたたらら、、是是非非教教ええててくくだだささいい  

 私のような 50 ちょっと前の年齢でも、女性の働き方や男女問わずの働き方改革による変化

がうれしくもある一方、それが受け入れられているのか気になります。よりキャリア支援セ

ンターが周知されると良いかなと思っており、陰ながら応援しています。 

 他の大学との連携や情報交換ができると良いと思う。 

 キャリアの考え方についての文化を養生することにより大学として前進していくことが出

来ると思います。 

 医師・研究者キャリア支援センターの活動は素晴らしいと思っていましたが、看護師や他職

種に関するキャリア支援についても大学として取り組んでいただけることを期待します。 

 等身大のキャリアの磨きかた 

 自治医大でのキャリア教育（医学部看護学部学生、研修医、卒業生） 

 早くコロナが終息して、顔を合わせるセミナーの開催も楽しみにしております。セミナー後

の雑談の方が話が盛り上がるような気がします。 

 

 

 

印印刷刷物物  

 

ニニュューーススレレタターー    2020 年度： Vol.34 2020/6/5, Vol. 35 2021/3/23 

   2021 年度： Vol. 36 2022/2/28 

  

ああいいりりすすだだよよりり    2020 年度： Vol. 29 4 月号 2020/4, Vol. 30 9 月号 2020/9 

   2021 年度： Vol. 31 4 月号 2021/4, Vol. 32 14 月号 2022/1  

  

セセンンタターーリリーーフフレレッットト  2021/2022 年度版  

  

ああいいりりすすリリーーフフレレッットト  2021 年度版   
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そそのの他他のの活活動動、、広広報報・・メメデディィアア 

 

全国ダイバーシティネットワークに加盟したことにより、他大学との繋がりが出来てきた。セミ

ナーやコラム執筆の依頼などがあり、キャリア支援センター担当教員から本学教員への協力依

頼を快く引き受けて下さった。センター長は日本医科大学での講演や新聞インタビューなどを

受けた。 

 

2022 年 2 月 18 日 
市原佐保子、先覚者はつらいよ 夫からの金言篇、全国ダイバーシティネ

ットワーク コラム「女性研究者・学生の声」 

2021 年 2 月 20 日 

藤原寛行、産婦人科での女性医師の働き方の現状と取り組み、全国ダイ

バーシティネットワーク 特別企画セミナー 「誰もが活躍できる医師の

働き方改革を目指して」、Web 開催 

2021 年 2 月 18 日 小宮根真弓、巻頭インタビュー、下野新聞、記事掲載 

2020 年 11 月 28 日 

小宮根真弓、女性のキャリア形成〜多様性尊重の時代へ〜 

女性・若手研究者キャリアデザインプロジェクト研究発表会＆研究人材

育成セミナー、講演 （日本医科大学 オンライン開催） 
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統統計計デデーータタ  

 

短短時時間間勤勤務務者者((医医師師))  

 20 時間時短勤務利用者数 育児短時間勤務者数 

2020 年度 24 21 

2021 年度 30 30 

 

相相談談件件数数  

  研修 復職 時短 保健所 育休 ハラスメン

ト 

夫婦別姓 合計 

2020 年度  0 0 1 0 0 0 0 1 

2021 年度  0 1 1 0 0 0 0 2 

  

保保育育ルル－－ムム  ああいいりりすす  

  利用件数  利用会員数  サポ－ト会員数  

2020 年度  534 137 23 

2021 年度  713 118 19 

  

  一時託児  病児保育  夜間保育  合計  

2020 年度  352  139  43  534  

2021 年度  333  314  66  713  

  

JJiicchhii  JJooyy  CCaafféé  

  参加者 女性 参加者 男性  参加者 合計 

第 12 回 (2020.8.21)  9 1 10 

第 13 回 (2021.3.5)  10 5 15 

第 14 回 (2021.10.6)     12 2 14 

 

次次世世代代医医師師研研究究者者交交流流会会  講講演演会会   

  参加者 女性  参加者 男性  参加者 合計  

第 16 回 (2021.11.15)  83 77 160 

 

働働きき方方をを考考ええるるセセミミナナーー 

  参加者 女性  参加者 男性  参加者 合計  

2021 年度 (2022.2.10)  38 11 49 
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連絡先 

ＴＥＬ   0285-58-7561 

ＦＡＸ   0285-44-8627 

career-support@jichi.ac.jp 
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